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Pick
Up!

　特に重点的に戦略的に取り組むべき施策を分野横断的に抽出し、５つのプロジェクトにまとめました。

　新型コロナウイルスなどの感染症や大規模な地震、風水害、
火災などの災害、さらには、交通事故、各種犯罪など、市民
の安全安心な生活を脅かすさまざまな危険から、市民の生命、
財産を守り、誰もが安心して暮らせるまちをつくります。

　持続可能な社会を未来につなぐため、環境問題に取り組む
とともに、快適で便利な都市基盤の整備や、健全な都市経営
を図り、子どもからお年寄りまで、誰もが生きがいを持って、
いきいきと暮らし、幸せを実感できるまちをつくります。

　歴史や文化など、本市の豊富な地域資源を磨き上げ、その
魅力を国内外に広く発信するとともに、市民が郷土を誇りに
思う気持ちを醸成し、訪れたい、住みたい、住み続けたいと
思われるまちをつくります。

　産業力を向上させるため、産業団地の開発や企業の誘致を
進めるとともに、足利で夢を叶える創業支援や多様な働き方
の促進、農林業の新たな担い手確保、先端技術の導入支援など、
活力みなぎるまちをつくります。

　安心して結婚、出産、子育てができる環境をつくり、切れ
目のない子育て支援を充実させるとともに、小・中学校での
教育環境の充実、学力向上を図り、未来を担う子どもたちが
のびのびと育つまちをつくります。

重点プログラム

プロジェクト1
安全な社会・
安心な生活実現

プロジェクト

プロジェクト2
子どもの笑顔あふれる

次世代育成
プロジェクト

プロジェクト3
活力みなぎる

産業力向上
プロジェクト

プロジェクト4
選ばれるまち
魅力創出
プロジェクト

プロジェクト5
未来につなぐ
幸せ実感
プロジェクト

　あらゆる施策や事業を立案する際に、特に重視する４つの視点です。

チャレンジの視点

チャレンジ 1
若者の夢

応　　援

　若者が足利で夢に挑
戦し、かなえ、活躍で
きるよう、あらゆる分
野で支援します。

　本市のあらゆる強み
を伸ばし、活かし、発
信して、まちの発展に
つなげていきます。

　デジタル技術を活用
し、あらゆる分野での
生産性、利便性を高め
ていきます。

　経済交流や多文化共
生など、あらゆる分野
で海外を視野に入れて
いきます。

チャレンジ 3
デジタル技術で
   暮らし向上

チャレンジ 2
足利の強みで

魅力倍増

チャレンジ 4
世界とつながる

国際化 チャレンジチャレンジ チャレンジ チャレンジ
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利用条件
①市内に工場（店舗）か事業所を持ち、市内で同一事業を継続して１年以上営んでいること（独立開業資金を除く）
②市税の滞納がないこと　③信用保証協会が定める業種を営む中小企業者であること　など
申込　市内の取扱金融機関に直接申し込み※詳細は、同課または市ホームページでご確認ください。

中小企業者向け市融資制度
商業にぎわい課・☎⑳２１５９

資　　金　　名 限度額
（万円）

期間（以内）
＝利率

一 般 資 金

運転 1,000
３年＝1.8％
５年＝2.0％
７年＝2.2％

設備 2,000
※１

３年＝1.8％
７年＝2.2％
10年＝2.5％

地域経済活性化資金
（ 売 上・ 粗 利 減 少 ） 運転 1,000 ３年＝1.6％

５年＝1.8％
７年＝2.0％地域経済活性化資金

（セーフティネット5号）運転 2,000

経営安定化借換資金 借換 2,000 ７年＝2.3％

新製品開発促進資金
運転 1,000 ３年＝1.6％

５年＝1.8％

設備 2,000
※１

５年＝1.8％
10年＝2.0％

資　　金　　名 限度額
（万円）

期間（以内）
＝利率

長 期 災 害 対 策 資 金
※２

運転
1,000

５年＝1.0％
７年＝1.2％
10年＝1.4％設備

短 期 災 害 対 策 資 金
※２ 運転 200 １年＝1.2％

小 規 模 事 業 資 金
運転 400 １年＝1.4％

３年＝1.6％
５年＝1.8％設備 500

独
立
創
業
資
金

独 立 開 業 資 金
運転

500
※１

５年＝1.6％
※利用者が
女性の場合

0.2%引き下げ。設備

事 業 転 換 資 金
新分野進出資金

運転 500
５年＝1.6％

設備 1,000
※１

▶全資金対象＝○事業承継計画を実行する中小企業者等への貸付利率を０．２％引き下げ。
　　　　　　　○『えるぼし』認定企業・『くるみん』認定企業への貸付利率を０．２～０．４％引き下げ。
※１ 設備資金は所要額の８０％以内。
※２ 大規模災害や経済危機の発生時に利用でき、取り扱いの開始は公告、市ホームページなどでお知らせ。


